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被災地としての風評被害も

ある福島県。その地での全日

本大会に参加し、自分たちの

目で見ることで、現地を元気

にしていきましょう。 

 

福島県での開催 

あの震災からすでに 4 年。東北大震

災の場合は、地震だけではなく津波や

原発事故も重なって、現地の復旧はま

だまだ多くの課題が残っています。し

かも、放射能という目に見えない危険

があるため風評被害も絶えない。 

やはり、そこを元気にしていくのは

そこに人が集い、現地が大丈夫なこと

を訴えていくしかありません。今回は、

その意味では、福島で開くことに重要

な意味があったと思います。 

 

大阪から夜行バスでの参加 

今回は、生徒 2 名を連れての参加。

どんな手段で行こうか考えて夜行バス

での参加を選びました。 

土曜の夜に大阪を出て、朝二本松に

到着するもので、都合よくスタート時

刻に間に合うものがあったのでそれに

乗車。往復で 2万円強だったのですが、

同じく大阪から参加したメンバーは、

ピーチ航空の飛行機を利用。聞くとそ

ちらの方が安かったようで、飛行機で

来て宿泊しても同じぐらいの値段だっ

たようです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

バスでスタート位置まで 

会場の体育館からは、バスでスター

ト位置までピストン移動をしていまし

た。マイクロバスを数台使っての移動

だったのですが、一番最初に出発した

バスの運転手は、選手を降ろす場所を

把握していなかったようで、バスを転

回させる位置まで乗せたまま行ってし

まったそうです。以前、長崎でのリレ

ー大会のときもバスの運転手が道を把

握していなかったということに遭遇し

たのですが、こういう意思疎通は「わ

かっているはず」というのが一番怖い

ですね。今回も時間に余裕があったか

らよかったですが。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

スタート直前に大慌て 

天候も良く、気分よくスタートでき

そうだったのですが、ごそごそとうろ

つき回っている最中に持っていたＥカ

ードを落としてしまい大慌て。なんと

か無事にスタートまでに落ちていたカ

ードを発見できましたが、何をしてい

るのやら(^^;) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

テレインは良好 

スタートすると、視界の開けた林が

続き、テレインとしては申し分ない状

態で、気持ちよく進むことができまし

た。まあ、スピードが出ないのは自分

の体力不足ですが、あまりミスもなく

進むことができました。オーバーラン

するところが少しありましが、すぐに

気づいて修正できたのも僕としてはま

ずまずでした。ＧＰＳロガーを持って

走ったので、あとでカシミールに落と

してみたのですが、これで見ると順調

に進んだように見えます。もっと拡大

すると粗が見えるのでしょうね。 

現地の物を買おう 

フィニッシュは、会場の体育館の目

の前。帰ってきてから朝に注文してい

た弁当を食べたり、豚汁を食べたり。 

でもやっぱりこういう場所に来たら、

その場所のものを買うようにしたほう

がいいですよね。そういうことが、ほ

んの少しでも現地のためになることだ

と思います。以前は少しでも安く上げ

ようと家から弁当やスーパーで色々買

ってきた物を昼食で食べたりとしてい

ましたが、最近は、会場で販売してい

るものを必ず買うようにしています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第 41回 全日本オリエンテーリング大会 
 

大会報告 
ＫＯＬＡ 

横田実 

 2015年 3月 29日 福島県 二本松市 

3 列シートのバス内 

会場となった体育館内 

バスの降車場所 

スタート地区の様子 

フィニッシュ地区様子 

成績速報掲示場所 

フィットネスＯの表彰 

購入した弁当と豚汁 
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今回の僕の走った M50Aの地図と走っ

たコースを地形図でトレースしたもの

です。この縮尺だと、細かいミスはわ

かりずらいですね。一番西の部分を拡

大したら下のような感じ。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
オーバーランが分かってしまいます

(^^;)。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

南相馬市に行きました 

生徒たちも無事フィニッシュし、帰

りの夜行バスまでの時間もかなりあっ

たので、滞在予定に、不謹慎ながら急

遽南相馬市まで行き被災の現状が残っ

ている場所を見に行くことにしました。 

福島駅近くでレンタカーを借りて、

片道 2時間弱をかけて往復。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

南相馬市に向かう途中にも除染作業

で出た汚染物を入れる袋を積んでいる

場所が散在していました。途中の道も

まだ通行が解除されていない場所もあ

りました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

南相馬市に着くと、道路を 1 本

隔てるだけで、まだ一切手が入れ

られてなく更地になった場所が

続いていました。 

 

 

 

 

 

 

 

 
また津波の被害に遭った家屋がまだ

そのままの場所もありました。 

同じ福島でも、津波をもろにかぶっ

た地区の復興は、全然だということを

実感しました。 

 

お風呂に入って帰阪 

なんとか、福島駅まで戻ってきたの

が 19時頃。そこから福島駅近くのお風

呂に入り、夕食を食べてまたも夜行バ

スで帰阪。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

今回は、オリエンテーリング以外に

もいろいろと考えさせられる旅となり

ました。 

         （横田実） 


